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幼稚 園教 室 に お ける保 育会話 の 構 造

森
一

平 （東京 大 学大 学院 ）

1 ．本研 究の 目的

　本研究は ，
「学級 的な相互行為秩序は い か に し

て存立可能か 」とい う問い に答えるため の プ ロ グ

ラム の 1 つ として位置づ け られ る 。 本研究は具体

的に，幼稚園 の 3歳児クラス におけ る設定保育場

面の相互 行為を，会話分析的に記述する こ とをも

っ て ， 上記の 問い に
一
部，答えよ うとするもの で

ある。

　上記 の 問 い に対 して 貢献 し うる 日本 の 先行研

究と し て は特に ，Mehan （1979）の 影響を受 けな

が ら展開 して い る ，授業の 会話分析的研究の 存在

が挙げ られる。授業の 会話分析的研究は，決 して

十分 とは言えな い までも，授業場面 で営まれ る会

話 の 秩序構造を記述する方向で ，
一

定程度蓄積を

重ね て きた。しか し，これ らの 研究の 焦点は ， 狭

義の学校，すなわ ち小学校や 中学校の相互行為過

程に限定されて し ま っ て い る。当然の こ となが ら

学級 とい う場 は，狭義 の 学校に限定 されるもの で

はない。幼稚園や保育所の教室 ，大学の講義場面

な ども， 学級的な相互行為が営まれ る場であると

い える。そ こ で本研究の 第 1 の 目的は，学級的な

相互行為秩 序を記 述する とい うプ ロ グラム を ， 幼

稚園とい う，
こ れ まで研究の蓄積 されて きた狭義

の学校 とは別 の 文脈で 実行す る こ とにある。

　幼稚園の設定保育場面を会話分析的に記述 ・分

析す る こ とによ っ て導かれ る帰結 としては ， 次の

3 つ の 可能性が考えられ る。1 つ 目は ，幼稚園保

育 とい う文脈に独特な会話 の 形 式的構 造が 見出

され る可能性。 2 つ 目は，（狭義の ）学校／幼稚

園とい う制度的文脈を越 え， 授業会話と同様の 構

造が，保育会話 にも見出され る可能性 。3 つ 目は，

授業 の 会話構 造 と同様 の 構造が 見 出 され つ つ も ，

それ とは別 に幼稚園保育に独特の 構造が見出さ

れ る可能性である。本研究の第 2 の 目的は，これ

ら 3 つ の 可能性の うち，いずれ が現実の もの で あ

るの か を検証 し，そ の こ とが包含す る重要性 を導

出す る こ とで あ る 。

2 ．　 （
一対一

） x 多形 式

　まず記述された会話の 形式的構造は、と りわ け

製作作業場面 などにお い て頻繁に見 る こ とが で

きるもの で，先生と園児達が
一

対
一

で 会話を展開

して い く ， 日常会話 に近 い もの で ある。この 会話

が 日常会話場面 と決定的に異なるの は，それが先

生カテ ゴ リ
ーを絶対的中心 と して ，先生 7 園児の

一
対

一
会話が連鎖的に組 織化 され て い る とい う

点であ る。 それ は具体的には第 1に，先生一園児

A の 会話が既 に組織化 され，い まだ継続 中であ る

に もかかわ らず ， 園児 B
，
C

，
　 D …が会話を構成

す る成員の位置を奪取 し よ うと，次 々 と先生 に発

話 を投げか ける とい うこ と。 第 2 に ， 先生の 側 も，

会話 の 相手である園児を半ば強引に シ フ トさせ

て い くこ と。すなわ ち先生 が，園児 A との 会話 を

途中で打ち切 る こ とも厭わずに，園児B ，C ，　 D
・と，次々 と会話の相手を変更 して い くとい うこ

と。 第 3 に，例え園児同士 の 会話が なされ てい る

最中だとし て も、先生 との会話が優先 される とい

うこ と，例えば園児A − B の 会話が進行 してい る

最中に ， 先生が園児 A に対 して シーク エ ン ス の開

始を要求す る発話を投げかけると，園児 A − B の

会話は途 中で打ち切 られてで も， 先生一 園児 A の

会話が優先される とい うこ とで ある。

　 以上 の 3 点を特徴 として な され て い く会話 の

形式的構造を，本研究では （
一

対
一

）× 多形式 と

呼ぶ こ とにする。（
一

対
一
）×多形 式にお い ては，

会話の 組織化が，例え既に成立 して い る会話を破

綻させ る こ とがあろ うとも，先生主導で 行われ て

い るとい うこ とか ら，会話 の 組織化 の レ ベ ル で，

先生 に よる会話の 管理 が行われ て い る と観察す

る こ とが できる。

3 ．一対多形式

　続い て 記述された会話の形式的構造は ， ホ
ー

ム

ル ームや作業の説 明場面 に お い て頻繁 に見出さ

れ るもの で，先生 1 人が，園児 達全員な い し複数

と会話を進行 して い くもの で ある。こ の 形式内 に

お い て は第 1 に ， 先生 の 発話が ， 発話内容とはイ

レ リバ ン トに （怒 っ て い るわけで も，驚い て い る

わ けで もなく）声の ボ リュ
ーム を上げて なされ

（ボ リュ
ーム ア ッ ピン グ），強調 された仕方で 用

い られ る こ とで ， そ の 発話が園児達全員に向け ら

れて い る こ とが表示 されて い る。すなわ ち，発話

の 形式的運用方法の 特徴によ っ て，文脈 が指定さ

れて い る。第 2 に，会話の シ
ー

クエ ン ス の ほ とん

どは，先生 の 発話タ
ー

ン に よっ て 担われ て お り，

園児の 発話ターン は，先生 に よ っ て 指定された箇

所 の み に ，
「規範的に」限定され てい る 。 第 3 に ，

先生 による園児の 発話ターン の指定は，全 て が隣

一89一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

接対に よっ てな され て い る 。 そ の 中には ， メハ ン

によ っ て記述 され た，授業の進行を組織化するた

め の コ アを形成する隣接対であ る IRE 連鎖も

見 出 され るが
， そ の 他に も様 々 な隣接対 を見出す

こ とが で きる 。 第 4 に ，
「規範的に」指定 され て

い る園児側 の 発話タ
ー

ン に対 して ， 園児た ちがそ

れ とは異なっ た箇所で強引に発話 （タ
ー

ン無視発

話）をするケース も多 く見 られ る の で あるが ， そ

の場合 ， 先生か らサン クシ ョ ナル な処遇が与えら

れるこ とになる。例えば，先生か らの応答を要求

す る園児の タ
ーン無視発話に対 して は ， 先生はそ

の 発話に 次の シ
ー

ク エ ン ス を接続 し な い こ とで ，

園児の 発話 を無視する とい うこ とが ある 。 そ の 他

にも多様 な仕方で ，園児の タ
ーン無視発話に対 し

てサ ン ク シ ョ ナ ル な処遇が，シ
ー

クエ ン シ ャル に

与え られ るこ とで ，ターン無視発話の逸脱性が観

察可能にな っ て い る。

　以上 の よ うな仕方でなされ て い く会話の 形式

的構造を，本研究で は
一

対多形式 と呼ぶ こ とにす

る 。

一
対多形式にお い て は，園児の発話タ

ー
ン が

規範的に指定され て い る こ とや，そ の規範を逸脱

した タ
ー

ン 無視発 話に対 して サ ン ク シ ョ ン が与

え られるこ となどか ら理解可能なように，会話の

内部 レ ベ ル で，園児の 発話 タ
ー

ン が先生 によ っ て

管理 されて い る。

4 ．全体的構造

　以上 ， 幼稚 園の 設定保育場面にお い て は，2 つ

の 会話形式 が見出されたわ けで あるが，こ の 2 っ

の 会話形式は ， 作業場面の 達成の た めには （
一

対
一

）× 多形式，ホーム ル ーム を達成するためには
一

対多形式 とい うよ うに，そ こで達成され るべ き

実践内容に レ リバ ン トな形 で ，（
一

対
一

） × 多形

式 →
一

対多形式→ （
一

対
一

）× 多形式…と，相互

に交代を繰 り返 しなが ら，保育会話の全体を構成

して い た。

　 こ こ で重要なの が，形式が相互 に移行する場面

で ある。これは会話形式 と相互反映的に埋 め込み

合っ てい る文脈 の 移行を伴 うの で あ る が，こ の移

行も，先生 に よる会話実践に よっ てイ ン デク シ カ

ル に 表示 され る こ とになる 。 具体的には第 1 に，

←
一
対
一

）× 多形式か ら
一
対多形式に シ フ トする

場合，先生は発話 の ボ リュ
ー

ム ア ッ ピ ン グ に よっ

て 以降 の 会話が
一

対多形式 と し て組織 され て い

くこ とを表示す る。 第 2 に ，

一
対多形式か ら （

一

対
一

） × 多形式 に シ フ トする場合，先生は，一
対

多形式の会話内で，こ れか ら各園児が なすべ き行

為を説明 ＝指示 し た後，端的に 「それ で は ， 始め

て くだ さい。」 と述べ る こ とに よっ て ，

一
対多形

式の 終了 を宣言する の で ある。

5．結論

　 本研究の第 1 の 目的を達成 し た こ とに よっ て ，

すなわ ち「学級的な相互行為秩序はい かに して存

立可能か 」とい う問い に答えるた め の プ ロ グラ ム

の 1 つ として ， 幼稚園 の 設定保育場面 の 会話分析

を実行 したこ とに よっ て ， 授業の 会話分析 の 知見

との 関連か ら，本報告 1 ．で提示 した 3 つ の可能

性 の うち， 1 つ が現実的帰結として導かれ た 。 そ

れは ，
「授業の会話構造 と同様 の 構造が見 出 され

つ つ も，それ とは別に幼稚園に独特な形式的構造

が見 出された 」 とい うもの である。 こ こ で，授業

の 会話構造 と同様の構造 とは具体的に
，

一
対多形

式 に見 られ る ，
IRE 連鎖を中心 に，園児 の 発話

タ
ーン が制限＝管理 され る こ とで，会話の シー

ク

エ ン ス が組織化 され て い く構造の こ とで ある。幼

稚園に独特な形式的構造 とは，← 対
一） × 多形

式 とい う，先生に よっ て
一対一の会話の 組織化が

管理 され，先生 カテ ゴ リーを中心 に
一

対
一

会話が

次 々 と連鎖 して い くよ うな構造で ある。

　授業会話と同様の 会話構造が
， 幼稚園の 保育場

面 で も見出 され た こ とは ， 制度的文脈 を越 え，学

級 とい う場で なされる相互 行為に普遍的な方法

的秩序が存在して い る可能性を示唆 して い る。重

要なの はそれが 「規範的に」組織化 され て い る と

い う点 で ，こ の 秩序か らの逸脱も多 く見 られる の

で あっ た。こ の こ とは以下 の よ うな含意を持つ
。

それ は，学級的な相互行為秩序が存立可能になる

ための 1 つ の 重要な要素が，本研 究及び授業の会

話分析で 記述 され たよ うな，学級に普遍 的に存在

する会話秩序 の 規範的組織性が遵守 されて い な

けれ ばな らな い とい うこ とで ある可能性を示 唆

して い るの で ある。

　幼稚園独特の 会話構造 と して 記述 され た （
一

対
一

）× 多形式に つ い ては ， 実は こ れ か ら検証され

て い かなけれ ばな らない ， 2 つ の 可能性がある。

1つ 目は，本当に それが幼稚園に特徴的な もの で

ある可能性 で，2 つ 目は，それが狭義 の 学校や保

育所など ， 他の 学級で も見出だすこ との で きる も

の である こ との 可能性で ある。そ の意味で は （一

対
一

） x 多形式は，「い まだ幼稚園で しか見出 さ

れて い ない会話構造である」と記述 した方が適切

で ある と言える。本研究の 立場か らは 2 つ 目の 可

能性が 高い と思われ るが，それは これか ら，他 の

学級にお ける研究を実行する ことによ っ て 検証

されて い かねばな らな い 。
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